
 

 
環境にやさしい農業を推進！ 

有機農業者が生産した「にんじん」がこども園の給食に利用されます 

 
  

 

 

 

 

１ 対象施設 
   高松市川島こども園（高松市川島東町２５３－４） 

  ※定員数：229 名 
 

２ 利用日 
令和６年 2 月 15 日（木） 

 

３ 利用献立 
   青菜のごま和え、けんちん汁 
 

４ その他 
（１）有機農業とは 

化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺伝子組換え技術を利用し
ないことを基本として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の
方法を用いて行われる農業のこと。 

（２）利用農産物について 
有機農業者グループ「さぬき有機の里」の高松市内の有機農業者が生産したにんじん。 

 

５ 取材について 
   高松市こども保育教育課 運営支援室 食育係まで 

お問い合わせください。（℡０８７－８３９－２３６８） 
  
 

令和６年２月２日（金） 
農業経営課 環境・植物防疫グループ 

担当者 藤本・平木（内線 3747） 
ダイヤルイン 087-832-3411 

有機農業など「環境にやさしい農業」への理解や関心を高めるため、県では給食での
有機農産物等の利用を推進しており、この度、県と高松市こども保育教育課との意
見交換を契機として、高松市立こども園の給食に、高松市内の有機農業者が生産し
た「にんじん」が初めて試行的に利用されます。 

栽培ほ場 

※高松市こども保育教育課と 

同日に報道提供 

高松市川島こども園 


